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令和５年度「総務部の重点課題と目標」 
 

総 務 部 長   下 関  浩 次  
 
 
１ シ テ ィ プ ロ モ ー シ ョ ン 推 進 に よ る 地 域 イ メ ー ジ ア ッ プ 、認 知 度 の 向 上  

本市の魅力や資源を市内外に効果的に発信することで認知度や地元

への愛着を向上させるとともに、関係人口の増加、濃密化を図り、ふ

るさと納税や本市への来訪などの行動化を促進します。  
 
 ２ 借 地 の買 取 り及 び借 地 料 の適 正 化  

借地の解消を図るため、買取り可能な借地について地権者との交渉

を進めます。また、借地料の適正化を図るため、借地料改定交渉が不

調に終わっている地権者との継続交渉を行うほか、現行の借地料を平

成２８年度に実施した継続賃料に係る鑑定評価額と同額とするよう交

渉します。  
 
３ 既 存 事 務 事 業 の再 点 検  
補助事業や公の施設の指定管理者制度などの既存事務事業の再点検

を行い、必要性・効率性・効果などの観点から検証します。  
 
４ 自 治 体 DX（デジタルトランスフォーメーション）の推 進  
デジタル社会の構築に向け、デジタル技術に対応できる人材を育成

し、デジタル技術を活用した行政手法の変革により、業務の効率化を

進めるとともに、住民サービスの向上を図ります。 
 
５ 働 く女 性 の健 康 支 援 （ヘルスケア）に係 る体 制 の構 築  
女性特有のヘルスケアに対応した相談体制の構築、職場全体での女

性特有の健康課題の認識とサポート体制の充実・強化を図ります。  
 
６ 持 続 可 能 な財 政 基 盤 の確 立  
まちづくりビジョンを実現するための各種施策を展開できる持続可

能な財政基盤の確立に向け、補正予算や次年度当初予算の編成におい

て、実質単年度収支の黒字の維持を目指すとともに、歳入の確保や適

切な予算執行の徹底、長期的な視点に立った起債発行と償還及び基金

の運用に取り組みます。  
 
７ 適 正 な入 札 ・契 約 制 度 の構 築 及 び運 用  
建設業法等の改正に伴う働き方改革の取組みを促進するため、週休

２日対象工事を拡大します。  
工事発注の円滑化による入札不調の解消及び入札・契約のより一層

の適正化を図るため、必要に応じて制度の見直しを行います。  
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令和５年度「総務部（防災安全課）の重点課題と目標」 
 

総 務 部 防 災 安 全 監  松 本  清 志  
 
 
１ 危 機 管 理 体 制 の 充 実 強 化  
災害対応能力の向上に向け、防災関係組織や福祉部門等と連携した

一般災害防災訓練及び県と連携した原子力防災訓練に取り組むととも

に、防災講座への講師派遣をはじめ市報や各種メディアを通じた啓発

活動を通じて住民の防災意識の高揚を図るなど、危機管理体制の充実

強化を図ります。  
 
２ 地 域 防 災 力 （ 消 防 団 ） の 充 実 強 化  

消防団活動の充実に向け消防団員の確保のための広報活動、消防団車

庫の整備、消防ポンプ自動車等の資機材の更新、消防署との合同訓練に

よる連携強化、女性消防団、少年消防クラブの活性化による消防団活動

の充実など、地域防災力（消防団）の充実強化を図ります。  
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令和 5 年度「総合政策部の重点課題」 
 

総合政策部長  八幡 泰治 
 

 
１ まちづくり戦略本部の効果的・効率的な運営 

まちづくり戦略本部において、定期的に政策企画会議を開催し、各部局の重点課

題等の進捗管理を行うことにより、米子市まちづくりビジョンの推進を図ります。 
 
２ デジタル田園都市国家構想交付金を活用したデジタル実装の推進 

デジタルの力を活用した本市における社会課題等を解決するため、デジタル田園

都市国家構想交付金を活用した DX の推進を図ります。 
 
３ 地域のまちづくりに係る総合調整 

地域まちづくり推進会議を設置し、地域福祉・地域防災等を含む地域のまちづく

りの総合調整を図ります。 
 
４ 歩いて楽しいまちづくりの推進 

歩いて楽しいまちづくりの推進を図るため、米子駅周辺エリア、角盤町周辺エリ

ア、米子港周辺エリアにおいて、ウォーカブル推進事業等の推進を図ります。 
 

５ 持続可能な公共交通体系の構築 
持続可能な公共交通体系の構築を図るため、米子市地域公共計画に基づくバス路

線の再編等の検討を進めます。 
 
６ 持続可能な地域づくりの推進 

持続可能な地域づくりの推進を図るため、自治会の加入促進に取り組むととも

に、地域防災活動の充実、フレイル対策の推進、子育て支援等の地域活動の取組み

を進めます。 
  
７ 男女共同参画社会の形成のための環境整備の推進 

男女共同参画センターの活性化を図るとともに、女性の再就職やスキルアップを

支援します。 
 

８ 互いの人権を尊重し合うまちづくりの推進 
部落差別をはじめとするあらゆる差別の解消に向け、様々な人権課題について、

必要な施策を推進し、差別の解消に取り組みます。 
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９ 淀江地域の地域資源活用と魅力発信 

国史跡を含む淀江平野の遺跡群を始めとした淀江地域に存在する貴重な歴史及び

文化資源、豊かな自然等を生かし、その魅力を発信することでまちづくりの機運を

高め、地域資源を生かした地域づくりの取組みを進めます。 
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令和５年度「淀江支所の重点課題と目標」 
 

淀 江 支 所 長   中 久 喜  知 也  
 

 
１ 業 務 効 率 化 による利 便 性 の高 い支 所 づくりの推 進  

業 務 プロセスの見 直 しによる業 務 改 善 、窓 口 対 応 スキルの平 準 化 により、待 ち
時 間 の短 縮 など満 足 度 の高 い住 民 サービスを提 供 します。 
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令和５年度「市民生活部の重点課題と目標」 
 

市 民 生 活 部 長   藤 岡  真 美  
 

 
１ マイナンバーカードの普 及 促 進  

マイナンバーカードを活 用 したデジタル社 会 の実 現 に向 けて、マイナンバーカードの
申 請 ・交 付 手 続 を積 極 的 に支 援 するとともに、マイナンバーカードの利 便 性 について
広 報 を行 い、より一 層 のマイナンバーカード普 及 促 進 を図 ります。 

 
２ 市 税 、国 民 健 康 保 険 料 等 の徴 収 率 の向 上  

文 書 に よ る 早 期 催 告 、 電 話 に よ る 早 期 折 衝 の 実 施 に よ り 、 納 付 意 識

の 高 揚 と 納 付 忘 れ の 解 消 に 努 め 、 徹 底 し た 進 行 管 理 に よ る 厳 正 な 滞 納

処 分 の 執 行 を 行 う と と も に 、 人 材 育 成 等 に お い て 県 税 事 務 所 と の 連 携

強 化 を 図 り 、 次 の 目 標 徴 収 率 以 上 を 目 指 し ま す 。  

ま た 、 本 市 の 公 金 収 納 に お い て 発 生 す る 徴 収 困 難 事 案 の 処 理 体 制 強

化 の 検 討 を 行 い ま す 。  

市 税 等 区 分 /目 標 徴 収 率  現 年 度 分  滞 納 繰 越 分  

市 税  ９ ９ ． ３ ９ ％  ２ ６ ． ２ ４ ％  

国 民 健 康 保 険 料  ９ ４ ． ９ ６ ％  ３ ６ ． ３ ６ ％  

後 期 高 齢 者 医 療 保 険 料  ９ ９ ． ６ ２ ％  ５ ３ ． ２ ６ ％  

    
3 地 球 温 暖 化 対 策 の取 組 の推 進  

２０５０年 のカーボンニュートラル達 成 に向 けて、ゼロカーボンシティよなごアクション
プランに基 づき、市 民 、事 業 者 、行 政 等 の協 働 を促 進 し、脱 炭 素 先 行 地 域 づくり
事 業 をはじめとする市 域 の CO2 排 出 削 減 の取 組 を推 進 します。 

 
4 環 境 保 全 活 動 及 び環 境 学 習 の推 進  

中 海 一 斉 清 掃 、シーサイドクリーンアップ事 業 、市 職 員 の率 先 運 動 「みんなでき
れいエンジョイよなご」等 の環 境 保 全 活 動 を推 進 するとともに、様 々な年 代 層 に向 け
た広 報 手 法 の充 実 や関 係 団 体 との連 携 による普 及 啓 発 活 動 の推 進 により、個 々
人 の環 境 意 識 の向 上 を図 ります。 

 
５ 本 市 の実 情 に応 じたごみ処 理 システムの構 築  

「米 子 市 一 般 廃 棄 物 処 理 基 本 計 画 」に基 づき、令 和 ６年 度 からの家 庭 系 ご
みに係 る収 集 区 分 等 の一 部 変 更 及 び全 市 的 な混 合 粗 大 ごみの新 規 受 入 れに
向 けた取 組 を実 施 するほか、福 祉 制 度 等 を利 用 する高 齢 者 ・障 がい者 のごみ収
集 方 法 の検 討 を行 うなど、より一 層 適 正 なごみ処 理 体 制 の構 築 を目 指 します。 
また、子 どもたちを対 象 とした環 境 学 習 のほか、SNS や広 報 、市 ホームページ等

の活 用 により、事 業 系 や家 庭 系 などの廃 棄 物 処 理 の適 正 処 理 に係 る周 知 啓
発 に努 めます。 
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令和５年度「福祉保健部の重点課題と目標」 
 

福 祉 保 健 部 長   塚 田  容 子  
 

 
１ フレイル対 策 の全 市 展 開 の推 進  

民 間 事 業 者 との協 働 ・連 携 により、フレイル対 策 専 用 のスマートフォンアプリを活
用 しながら、６５歳 以 上 の全 ての高 齢 者 （要 支 援 及 び要 介 護 認 定 者 を除 く）を
対 象 に、フレイル度 チェックを実 施 し、フレイル又 はプレフレイルに該 当 した方 に、フレイ
ル予 防 実 践 教 室 を実 施 します。 

併 せて、公 民 館 を活 用 したリモート運 動 体 験 やフレイル対 策 拠 点 での取 組 等 を
通 じて、フレイル対 策 の全 市 展 開 を推 進 します。 

 
２ 包 括 的 支 援 体 制 の確 立  

ふれあいの里 に設 置 した総 合 相 談 支 援 センター（えしこに）の円 滑 な運 営 を図
りつつ、同 センターを中 核 として、庁 内 外 の連 携 による包 括 的 相 談 支 援 体 制 を確
立 するとともに、2 ヶ所 目 以 降 の総 合 相 談 支 援 センター設 置 に向 けた準 備 を行 いま
す。 

 
３ 第 ９期 高 齢 者 保 健 福 祉 計 画 ・介 護 保 険 事 業 計 画 の策 定  

現 行 の第 ８期 計 画 の進 捗 管 理 を行 うとともに、認 知 症 施 策 、フレイル予 防 対
策 等 の予 防 事 業 等 の重 点 施 策 の検 討 を行 い、第 ９期 高 齢 者 保 健 福 祉 計 画 及
び介 護 保 険 事 業 計 画 （令 和 ６年 度 ～令 和 ８年 度 ）の策 定 を行 います。 

 
４ 米 子 市 障 がい者 支 援 プランの進 捗 管 理 及 び次 期 計 画 の策 定  

現 行 の支 援 プラン 2021 の実 施 状 況 の把 握 、検 証 等 の進 捗 管 理 を行 うととも
に、本 市 の障 がい福 祉 施 策 の基 本 的 な方 向 性 を検 討 し、サービスの提 供 体 制 及
び利 用 ニーズを踏 まえ、次 期 支 援 プランの策 定 を行 います。 
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令和５年度「経済部の重点課題と目標」 
 

経 済 部 長   若 林  満 弘  
 
 
１．企 業 誘 致 をはじめとした地 域 産 業 の振 興  

コロナ禍 を経 て、社 会 価 値 や経 済 状 況 の変 化 した環 境 下 において、地 域 経 済
の活 性 化 、雇 用 機 会 の拡 大 、若 年 層 の流 出 防 止 ・定 住 対 策 に資 するため、県 な
どの関 係 機 関 などとの連 携 強 化 、関 西 事 務 所 の機 能 強 化 を図 るとともに、本 市 の
関 係 する人 脈 を活 用 しながら企 業 誘 致 を図 ります。 

また、本 社 機 能 移 転 を含 む誘 致 企 業 や、地 元 企 業 の事 業 拡 大 のための受 け
皿 となりうる新 たな産 業 用 地 について、企 業 ニーズや投 資 マインド等 の状 況 をみなが
ら、用 地 確 保 の検 討 を行 います。 

 
２．中 心 市 街 地 、商 店 街 振 興 施 策 の推 進  

ウォーカブル推 進 事 業 をはじめとした商 店 街 の環 境 整 備 について、商 店 街 振 興
組 合 や関 係 部 署 と情 報 共 有 を図 りながら、事 業 計 画 の検 討 を進 め、事 業 の円 滑
な実 施 に向 けて取 り組 みます。  

 
３．５０回 目 の節 目 となる米 子 がいな祭 の開 催  

８月 １９・２０日 に開 催 する５０回 目 の節 目 となる米 子 がいな祭 を盛 大 に開
催 し、地 域 への愛 着 と連 帯 感 を高 め、市 外 からも多 くの来 訪 者 を集 め、地 域 経 済
の活 性 化 や賑 わいを創 出 します。 

 
４．アフターコロナにおける地 元 事 業 者 の事 業 継 続 支 援 等  

地 元 事 業 者 の事 業 継 続 や地 域 の消 費 喚 起 に資 する取 組 を実 施 するとともに、
事 業 者 の存 続 や雇 用 の維 持 を図 り、地 域 経 済 の維 持 回 復 に努 めます。 

 
 
５．ふるさと納 税 を活 用 した地 域 産 品 の拡 充 と情 報 発 信 の強 化  

ふるさと納 税 について、令 和 ３年 度 から増 額 が続 いているが、さらなる増 額 を推 進
するため、寄 附 者 のニーズに合 った新 たな返 礼 品 の開 拓 を進 め、過 去 最 高 の寄 附
件 数 及 び寄 附 額 を目 指 します。 
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令和５年度「文化観光局の重点課題と目標」 
 

文 化 観 光 局 長   深 田  龍  
 
 
１ 新 体 育 館 の整 備  

県 、市 で協 力 して整 備 する新 体 育 館 について、米 子 新 体 育 館 整 備 等 事 業 者
選 定 委 員 会 に諮 りながら、PFI 事 業 者 の公 募 ・選 定 、事 業 契 約 の締 結 を行 う。 

 
２ ねんりんピック（全 国 健 康 福 祉 祭 ）の開 催  

令 和 ６年 度 に鳥 取 県 で開 催 されるねんりんピックについて、本 市 の実 行 委 員 会
を立 ち上 げ、プレ大 会 の実 施 、実 施 設 計 作 成 など翌 年 度 の大 会 開 催 に向 けた準
備 を着 実 に進 める。 

 
３ 広 域 観 光 連 携 事 業 や官 民 連 携 の更 なる強 化  

大 山 山 麓 ・日 野 川 流 域 観 光 推 進 協 議 会 の構 成 市 町 村 と県 、各 市 町 の観 光
協 会 と連 携 し、圏 域 の観 光 情 報 を共 有 し、一 体 的 なプロモーションと誘 客 のための
事 業 を取 り組 むことによって、地 域 の収 益 向 上 、関 係 人 口 の拡 大 に向 けた取 り組
みを進 めていく。 

 
４ 皆 生 まちづくりビジョンの推 進  

皆 生 エリアのまちづくりを進 める地 元 組 織 と連 携 し、皆 生 内 の通 りや海 岸 、未 利
用 地 等 の有 効 活 用 に取 り組 むとともに、温 泉 情 緒 ある灯 りの整 備 を進 め、宿 泊 者
の増 加 、エリア内 の経 済 活 動 拡 大 につなげていく。 

 
５ 米 子 城 跡 の保 存 ・整 備 及 び活 用 の推 進  

三 の丸 広 場 、登 城 路 の整 備 を実 施 し、米 子 城 の保 存 ・整 備 を進 める。 
また、ダイヤモンド大 山 観 望 会 、石 垣 ライトアップなどの米 子 城 を活 用 した各 種 の

事 業 を実 施 し、市 の内 外 に情 報 発 信 していく。 
 
６ 山 陰 歴 史 館 の整 備 の推 進  

博 物 館 としてさらに有 効 活 用 していくため整 備 個 所 と整 備 水 準 を精 査 し、国 の
補 助 など整 備 のための財 源 を最 大 限 活 用 していくよう具 体 的 な整 備 内 容 を検 討 し
ていく。 
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令和 5 年度「農林水産振興局の重点課題と目標」 
 

農 林 水 産 振 興 局 長  赤 井  貞 治  
 

 
１ 荒 廃 農 地 対 策 （農 林 課 ） 

    既 存 の荒 廃 農 地 の減 少 と新 たな発 生 を防 止 するため、担 い手 への農 地 集 積
や規 模 拡 大 を図 るとともに、ほ場 整 備 の推 進 、芝 などの新 たな農 産 物 や地 元 特
産 物 の生 産 振 興 など農 地 の利 活 用 に関 する取 組 を行 います。 

 
２ 特 産 品 の生 産 振 興 （農 林 課 ） 

 地 元 特 産 物 である、白 ねぎ、にんじん、ブロッコリー、梨 、柿 などについて、地 産
地 消 、６次 産 業 化 を推 進 するとともに、生 産 基 盤 の拡 大 、生 産 者 の経 営 支  
援 、担 い手 の育 成 など、生 産 を振 興 する取 組 を行 います。 
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令和５年度「都市整備部の重点課題と目標」 
 

都 市 整 備 部 長   伊 達  要 至  

 

 

１  米 子 境 港 間 の 高 規 格 幹 線 道 路 の 整 備 促 進  

  米 子 境 港 間 を 結 ぶ 高 規 格 幹 線 道 路 の 整 備 に つ い て 、 本 路 線 の 事 業 凍 結 解

除 及 び 早 期 事 業 化 に 向 け 、 国 土 交 通 省 を 始 め 、 必 要 な 中 央 省 庁 や 地 元 選 出

国 会 議 員 に 対 し 、 鳥 取 県 や 関 係 機 関 、 ま た 令 和 ４ 年 度 に 結 成 さ れ た 「 米

子 ・ 境 港 間 を 結 ぶ 高 規 格 道 路 建 設 推 進 議 員 連 盟 」 と も 連 携 し 、 総 決 起 大 会

や 要 望 活 動 を 継 続 実 施 し ま す 。  

  ま た 、 同 時 に 地 域 全 体 で の 機 運 醸 成 の 取 組 み に つ い て も 、 鳥 取 県 や 関 係

自 治 体 等 と 協 議 を 行 い 、 実 施 に 向 け た 検 討 を し ま す 。  

 

２  雨 水 管 理 総 合 計 画 の 策 定  

雨 水 対 策 を 計 画 的 か つ 効 果 的 に 進 め る た め 、 令 和 4 年 度 に 設 定 し た 整 備

目 標 な ど の 雨 水 管 理 方 針 に 基 づ き 、 重 点 対 策 地 区 ご と の 具 体 的 な 浸 水 対 策

等 を 定 め た 雨 水 管 理 総 合 計 画 を 策 定 す る と と も に 、 両 三 柳 地 内 の 排 水 計 画

未 策 定 地 区 に 対 し 、 加 茂 新 川 の 改 良 を 実 施 す る な ど 一 部 事 業 実 施 を 行 い ま

す 。  

 

３  空 き 家 等 対 策 の 推 進  

  空 き 家 等 に つ い て 、従 来 の 対 策 を 継 続 す る と と も に 、必 要 な 法 改 正 に つ い

て 効 果 的 な 要 望 方 法 や 内 容 を 鳥 取 県 と 協 議 し 、 国 に 対 し 引 き 続 き 要 望 し ま

す 。  

  ま た 、市 内 空 き 家 の 実 態 調 査 や 他 自 治 体 の 情 報 収 集 、民 間 事 業 者 等 と の 意

見 交 換 も 引 き 続 き 行 う と と も に 、庁 内 連 携 会 議 を 設 置 し 実 効 性 の あ る 対 策 や

組 織 の 在 り 方 を 検 討 し ま す 。  
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令和５年度「下水道部の重点課題と目標」 
 

下 水 道 部 長   遠 藤  浩 徳  
 
 
１ 早 期 の概 成 に向 けた計 画 的 な管 路 施 設 の整 備  

令 和 8 年 度 末 の汚 水 処 理 人 口 普 及 率 95％を目 標 とし、市 街 化 区 域 を中
心 に未 普 及 地 域 の新 規 整 備 を進 めます。 

 
２ 雨 水 管 理 総 合 計 画 の策 定  
雨水対策を計画的かつ効果的に進めるため、令和 4 年度に設定した

対策目標などの方針に基づき選定した重点対策地区ごとの具体的な浸

水対策等を定めた雨水管理総合計画を策定します。  
 
３ 合 併 処 理 浄 化 槽 の普 及 促 進  

単 独 処 理 浄 化 槽 や汲 み取 り槽 から合 併 処 理 浄 化 槽 への切 り替 え等 に対 して
補 助 金 を交 付 し、合 併 処 理 浄 化 槽 の普 及 促 進 に努 め、年 間 １００基 の設 置 を
目 途 に汚 水 処 理 人 口 普 及 率 の向 上 を図 ります。 

また、生 活 排 水 対 策 の目 的 について広 報 啓 発 に努 め、浄 化 槽 の適 正 な維 持
管 理 について周 知 を図 ります。 

 
４ 下 水 道 施 設 の再 構 築 に係 る計 画 策 定  

内 浜 処 理 場 、皆 生 処 理 場 、中 央 ポンプ場 、米 子 浄 化 場 、農 業 集 落 排 水 施
設 等 の下 水 道 施 設 等 全 体 を俯 瞰 し、既 存 施 設 機 能 の集 約 を前 提 とした主 要 施
設 の再 構 築 方 針 及 びカーボンニュートラル地 域 モデル処 理 場 計 画 （皆 生 処 理
場 ）に基 づき、令 和 ６年 度 基 本 設 計 に着 手 するため、下 水 道 施 設 等 の全 体 最
適 計 画 を策 定 します。 
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令和５年度「こども総本部の重点課題と目標」 
 

こども総 本 部 長   瀬  尻  慎  二  
 
 
１ 「こどもまんなか社 会 」の実 現 に向 けた地 域 における子 どもの居 場 所 づくりの推

進  
すべての子 どもが、安 心 ・安 全 に過 ごしながら、様 々な体 験 を通 して、幸 せに成 長

していくことができるよう、地 域 、学 校 、関 係 団 体 等 が連 携 して、子 どもの居 場 所 の
提 供 に努 めます。 

 
２ 妊 娠 期 から出 産 後 の相 談 支 援 体 制 の充 実  

妊 娠 届 出 時 からすべての妊 婦 ・子 育 て家 庭 に寄 り添 い、身 近 で相 談 に応 じ、関
係 機 関 とともに情 報 共 有 しながら、必 要 な支 援 につなぐ伴 走 型 相 談 支 援 の充 実 を
図 ります。 

 
３ 公 立 保 育 所 の統 合 ・建 て替 えの推 進  

公 立 保 育 所 建 て替 え構 想 に基 づき、計 画 的 に公 立 保 育 所 の統 合 ・建 て替 え
を進 めます。 

 
４ 幼 稚 園 、保 育 所 等 と小 学 校 との円 滑 な接 続 の推 進  

   １年 生 アドバイザーを積 極 的 に活 用 するとともに、幼 保 小 接 続 カリキュラムの作 成
を推 進 することにより、すべての子 どもの円 滑 な小 学 校 生 活 への移 行 を支 援 します。 

 
５ 児 童 虐 待 の予 防 、早 期 発 見 、早 期 支 援 の強 化  

家 事 ・育 児 に不 安 や負 担 を抱 える妊 婦 、子 育 て世 帯 、ヤングケアラー等 に対 し
て、家 事 ・育 児 等 の支 援 を提 供 し、家 庭 や養 育 環 境 を整 え、虐 待 を未 然 に防 ぎま
す。 

 
６ 障 がい児 相 談 支 援 事 業 所 の開 設 による障 がい児 支 援 の充 実  

障 がい児 が自 立 した社 会 生 活 を営 めるよう、児 童 発 達 支 援 センターあかしやに
障 がい児 相 談 支 援 事 業 所 を開 設 し、障 がい児 支 援 の強 化 を図 ります。 
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令和５年度「教育委員会事務局の重点課題と目標」 
 

教 育 委 員 会 事 務 局 長   長 谷 川  和 秀  
 
 
１ アセスメントに基 づいた組 織 的 ・積 極 的 な生 徒 指 導 の推 進  

安 心 安 全 な集 団 づくりと児 童 生 徒 の状 況 のアセスメントにより、いじめ・不 登 校 の
未 然 防 止 や減 少 を目 指 します。また、そのための支 援 体 制 を構 築 します。 

 
２ 切 れ目 のない支 援 体 制 の整 備 と特 別 支 援 教 育 の充 実  

保 幼 小 の連 携 を深 め、スムーズな接 続 を目 指 すとともに、学 校 における特 別 支
援 教 育 体 制 の検 証 ・整 備 を行 います。 

 
３ 部 活 動 の地 域 移 行 の推 進  

生 徒 がスポーツや文 化 芸 術 活 動 に継 続 して親 しむことができる機 会 を確 保 するた
めに、部 活 動 の地 域 移 行 を含 めた体 制 を整 備 します。 

 
４ 学 校 運 営 協 議 会 と地 域 学 校 協 働 活 動 の一 体 的 な推 進  

地 域 と学 校 が連 携 ・協 働 し、地 域 住 民 、保 護 者 等 の多 様 な主 体 の参 画 によ
り、地 域 全 体 で子 どもたちの成 長 を支 え、また地 域 住 民 が自 ら地 域 を創 っていく「主
体 的 な意 識 」の育 成 を図 るため、地 域 とともにある学 校 づくりを行 う「学 校 運 営 協
議 会 」の推 進 とともに、学 校 を核 とした地 域 づくりを行 う「地 域 学 校 協 働 活 動 」を一
体 的 に推 進 します。 

 
５ 義 務 教 育 学 校 の設 置 の準 備  

美 保 中 学 校 区 の 4 小 中 学 校 の統 廃 合 ・義 務 教 育 学 校 設 置 の準 備 を行 いま
す。 

 
６ 学 校 施 設 の整 備 の推 進  

劣 化 が進 行 した学 校 施 設 の外 壁 改 修 、屋 上 防 水 改 修 などに重 点 を置 いた長
寿 命 化 改 修 工 事 を行 うことで、学 校 教 育 環 境 の向 上 を図 ります。 
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令和５年度「水道局の重点課題と目標」 
 

水 道 事 業 管 理 者   朝 妻  博 樹  
 
 
１ 良 質 な水 源 の開 発 と災 害 に強 い施 設 ・管 路 の整 備  

新 規 水 源 となる石 州 府 水 源 地 を令 和 6 年 度 に供 用 開 始 するため、耐 震 性 を
確 保 した管 網 整 備 、電 気 ・機 械 設 備 の整 備 を行 います。 

また、給 水 区 域 内 全 域 において、安 定 供 給 の基 幹 となる管 路 の更 新 を計 画 的
に行 い、耐 震 化 を図 ります。 

 
２ 水 道 広 域 連 携 の推 進  

県 西 部 域 の水 道 事 業 体 と連 携 し、情 報 、知 識 、技 術 等 を共 有 することにより、
事 務 の効 率 化 や災 害 時 を含 めた体 制 強 化 を図 ります。 

また、検 査 能 力 及 び検 査 設 備 を有 効 活 用 するため、県 西 部 域 の水 質 検 査 業
務 を受 託 します。 

 
３ 水 道 施 設 の計 画 的 な更 新  

水 道 施 設 の健 全 度 等 の調 査 結 果 に基 づく維 持 管 理 ・更 新 計 画 により、安 心 ・
安 全 の確 保 、トータルコストの縮 減 、予 算 の平 準 化 等 を反 映 した事 業 を推 進 しま
す。 

また、老 朽 化 した水 質 検 査 棟 の更 新 に係 る詳 細 設 計 及 び主 体 工 事 に着 手
し、  令 和 6 年 度 中 の完 成 を目 指 します。 
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